


















































































































規則から外れる拗体が 38 首ある。全体の 23% に当たる。そのうち、表 2 のように、






































































































































あるが、「jiāng nán hǎo fēng jǐng」と「jiāng nán fēng jǐng hǎo」とを読み比べ
てみると、「正是江南好風景」の第五字目の「好」を少し長めに発音して強調すると、










詩集 三体詩 唐詩選 唐詩三百首
七言絶句（総数） 161 首 165 首 51 首
平起りの詩   35 首   74 首 25 首
　　（平起り／総数）　 21.7% 44.8% 49.0%
転句挟み平「●○●」   15 首   13 首   5 首
　　（挟み平／総数）　 9.3% 7.9% 9.8%
　　（挟み平／平起り）　 42.8% 17.6% 20.0%
第四字孤平 　0     1 首   0






















































































































































































の好風景」と同じように、下三字が「1 音 +2 音」のリズムになっている。意味

























































『全唐詩』 巻 136 巻 137 巻 138 巻 139 計
五言古詩 34 37 33   2 106
五言排律   6   9   6 　21
五言律詩   9   3   3 36 　51
五言絶句 16 　16
五言六句 12   4 　16
七言古詩   4 　  4
七言律詩   1   1 　  2
七言絶句 11 　11
    計 61 53 41 72 227
　五言詩が 210 首に対して七言詩が 17 首と、圧倒的に五言詩が多く、詩形別では、






粘が 5 首、承句と転句が二六対にならずに粘しているのが 1 首、そして原文を挙















































































七言絶句数（総数） 100 首 100 首
平起り   48 首   40 首
（平起り／総数） 48% 40%
転句挟み平「●○●」    5 首    3 首
（挟み平／平起り） 10.4% 7.5%






転句挟み平（●○●）   22 首
（挟み平／平起り） 20％















































































































































































































































































































































































　「●○● = ○●●」も「◑●●○●○● = ◑●●○○●●」も、今日定まって
いる規則を絶対視して、過去の例外をそれに合わせる牽強付会な説と言わざるを
得ない。規則に合わない例はもちろんある。『唐詩選』の七言絶句 165 首中、規




























































（1）　小川環樹著『唐詩概説』（岩波文庫）155 頁から 156 頁にかけて「（七言律では）第四
字の平声の前後に仄声がおかれると、これを『孤平』（はさみ平ともいう）とよんで、
かたく戒しめるべきこととされる。」という。また王力著『漢語詩律学』（『王力全集』























（12）王力前掲書上巻、第十一節 123 頁 :「上文所説許多詩病 , 失対比孤平為軽 , 失粘又比失
対為軽。」
（13）『全唐詩』（中華書局、一九七九年）





















（2018 年 9 月）
